
スペーシアレポート 

SPACIA RUBADUB vol.14 2011  05 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
中部地方環境事務所主催「平成 22 年度３ Ｒ 推進中部地方

大会」でのえこキャラによるステージショ ーの風景 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

名古屋市公会堂のホームページでは、ホール・ 

会議室、ト イ レ 、エレ ベーター等のバリ アフ リ ー

情報が掲載された。 

施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
と
ま
ち
ネ
ッ
ト
は
、
愛
知
県
を
中

心
に
「
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
、
市
民

が
主
体
と
な
っ
て
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

暮
ら
す
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
活
動
す
る「
ひ

と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」
の
普
及
を
活
動

目
的
と
し
て
二
〇
〇
三
年
に
設
立
し
た
。
こ
の

間
、
愛
知
県
が
主
催
す
る
「
人
に
や
さ
し
い
街

づ
く
り
連
続
講
座
」
の
企
画
運
営
を
中
心
に
、

人
に
や
さ
し
い
街
づ
く
り
に
関
す
る
調
査
、
講

座
な
ど
の
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
ひ
と
ま
ち
ネ
ッ
ト
で
近
年
話
題
と
し

て
い
る
の
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
が
施
設
に
出

か
け
る
時
に
必
要
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
が
、

一
つ
で
も
多
く
の
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
等
に
掲
載
さ
れ
る
よ
う
普
及
啓
発

を
ど
の
よ
う
に
図
る
か
、
と
い
う
点
で
あ
る
。

各
地
で
高
齢
者
や
障
害
者
が
参
加
し
て
バ
リ
ア

フ
リ
ー
マ
ッ
プ
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
個
々
の
施
設
の
新
設
・
廃
止
・
移
転
や
施

設
・
設
備
の
改
善
情
報
へ
の
追
随
が
困
難
で
、

マ
ッ
プ
を
一
度
作
成
し
た
ら
二
度
と
更
新
さ
れ

ず
、
情
報
が
陳
腐
化
す
る
こ
と
が
よ
く
あ
る
。

一
方
、
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
等
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
が
掲
載
さ
れ
れ
ば
、

高
齢
者
や
障
害
者
に
と
っ
て
情
報
が
入
手
し
や

す
く
、
最
も
効
果
的
で
あ
る
。 

 施
設
と
障
害
者
等
が
協
働
で 

二
〇
〇
八
、
二
〇
〇
九
年
度
に
は
、
名
古
屋

都
市
セ
ン
タ
ー
の
助
成
金
を
活
用
し
、
名
古
屋

市
内
の
商
業
施
設
等
で
ラ
シ
ッ
ク
、
名
古
屋
三 

越
栄
、
名
古
屋
ル
ー
セ
ン
ト
タ
ワ
ー
の
三
施
設
、

会
議
室
の
あ
る
施
設
で
名
古
屋
市
市
政
資
料

館
、
名
古
屋
市
公
会
堂
、
ウ
ィ
ル
あ
い
ち
の
三

施
設
、
計
六
施
設
で
改
善
提
案
を
行
っ
た
。
実

施
に
あ
た
っ
て
施
設
側
か
ら
共
通
し
て
出
さ
れ

た
意
見
は
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
に
配
慮
さ
れ
て
い

て
も
ど
の
よ
う
に
情
報
を
提
供
し
た
ら
よ
い
か

が
わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
、
施
設
側
（
施
設
管
理
者
等
）
と
利
用
者

側
（
こ
こ
で
は
障
害
当
事
者
）
と
が
協
働
し
て

行
い
、
整
理
し
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
は
、
施

設
側
に
提
供
し
活
用
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目

的
と
し
、
以
下
の
視
点
で
取
り
組
ん
だ
。 

◆
障
害
当
事
者
（
主
に
車
い
す
使
用
者
）
、
建

築
・
都
市
計
画
他
様
々
な
分
野
か
ら
参
加
を

得
て
つ
く
る
（
参
加
者
二
十
数
名
、
回
数
二

十
回
以
上
）
。 

◆
施
設
側
と
障
害
当
事
者
と
が
お
互
い
の
顔
を 

見
な
が
ら
意
見
交
換
し
、
改
善
を
重
ね
る
。 

             

             

障
害
当
事
者
の
声
と
施
設
側
の
気
づ
き 

こ
の
取
り
組
み
の
主
な
意
義
は
二
点
。
一
点

目
は
、
障
害
当
事
者
か
ら
直
接
ニ
ー
ズ
を
引
き

出
し
、
ト
イ
レ
、
駐
車
場
、
ア
ク
セ
ス
で
き
る

出
入
口(

通
路)

等
の
必
要
な
情
報
を
、
写
真
、

図
面
と
簡
潔
な
説
明
で
整
理
で
き
た
こ
と
で
あ

る
。
改
善
提
案
し
た
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
は
、
施
設
側
に
も
参
加
者
に

も
概
ね
好
評
だ
っ
た
。
二
点
目
は
、
施
設
側
が

調
査
に
同
行
す
る
こ
と
で
、
障
害
当
事
者
と
バ

リ
ア
フ
リ
ー
に
つ
い
て
見
識
の
あ
る
建
築
士
の

意
見
を
直
接
聞
き
、
施
設
側
の
気
づ
き
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
で
あ
る
。 

施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
を
改
善
し
て
い

く
に
は
、
施
設
側
と
障
害
当
事
者
の
協
働
の
場

が
有
効
で
あ
り
、
今
後
も
こ
の
取
り
組
み
に
関

わ
っ
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

環
境
問
題
と
え
こ
キ
ャ
ラ 

環
境
問
題
は
今
後
の
ま
ち
を
考
え
る
上
で
、

最
大
の
課
題
と
言
っ
て
も
よ
い
。
地
球
温
暖
化
、

生
物
多
様
性
、
ご
み
問
題
し
か
り
で
あ
る
。 

環
境
問
題
は
個
人
に
よ
る
負
荷
は
小
さ
い
の

だ
が
、
そ
れ
ら
が
集
積
す
る
こ
と
で
影
響
が
増

し
問
題
が
顕
在
化
す
る
。
そ
の
た
め
、
個
人
で

は
実
感
が
湧
き
に
く
く
、
意
識
は
薄
く
な
り
が

ち
と
な
る
。
し
か
し
、
問
題
解
決
に
は
一
人
ひ

と
り
の
意
識
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ

り
、
様
々
な
普
及
啓
発
活
動
が
取
組
ま
れ
て
い

る
。
そ
の
ひ
と
つ
が
、
「
え
こ
キ
ャ
ラ
」
で
あ
る
。 

 意
識
醸
成
へ
向
け
た
「
え
こ
キ
ャ
ラ
」の
登
場 

え
こ
キ
ャ
ラ
と
は
、
環
境
に
関
わ
る
普
及
啓

発
に
取
組
む
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
こ
と
を
指
す
。

そ
の
特
徴
は
ご
当
地
キ
ャ
ラ
と
違
い
、
身
近
な

市
民
の
啓
発
を
狙
い
と
し
て
い
る
こ
と
が
殆
ど

な
た
め
、
地
域
密
着
型
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。 

弊
社
で
は
昨
年
度
か
ら
、
環
境
省
中
部
地
方

環
境
事
務
所
の
委
託
に
よ
り
中
部
に
お
け
る
え

こ
キ
ャ
ラ
の
実
態
調
査
と
普
及
啓
発
の
た
め
の

イ
ベ
ン
ト
運
営
の
業
務
を
行
っ
た
。 

調
査
に
よ
る
と
、
昭
和
六
十
年
代
に
作
成
さ

れ
た
も
の
が
も
っ
と
も
古
く
、
こ
こ
最
近
、
キ

ャ
ラ
ブ
ー
ム
に
乗
り
、
増
え
つ
つ
あ
る
。
中
部

地
方
全
体
で
は
、
お
そ
ら
く
百
以
上
の
え
こ
キ

ャ
ラ
が
い
る
と
思
わ
れ
る
。
作
成
者
は
自
治
体

が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
企
業
や
大
学
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に

ま
で
広
が
っ
て
い
る
。 

 各
地
で
頑
張
る
え
こ
キ
ャ
ラ
た
ち 

安
城
市
「
環
境
戦
隊
サ
ル
ビ
ア
ン
」
、
福
井
市

「
リ
サ
イ
ク
ル
戦
隊
ワ
ケ
ル
ン
ジ
ャ
ー
」
、
四
日

市
の
㈱
東
産
業
「
Ｅ
Ｃ
Ｏ
戦
隊
ゴ
ミ
ゼ
ロ
レ
ン

ジ
ャ
ー
」
等
、
か
っ
こ
い
い
ヒ
ー
ロ
ー
も
の
を

は
じ
め
、
三
重
県
「
ゼ
ロ
吉
」
、
岐
阜
県
「
あ
す

は
ち
ゃ
ん
」
、
小
松
市
「
マ
モ
ル
く
ん
と
ご
み
博 

士
」
、
東
海
市
立
船
島
小
学
校
「
フ
ナ
ビ
オ
・
ビ

オ
ゾ
ー
」
、
名
古
屋
市
「
シ
ャ
チ
の
ジ
ュ
ン
ち
ゃ

ん
」
等
、
か
わ
い
い
着
ぐ
る
み
系
キ
ャ
ラ
。
そ

れ
に
、
四
日
市
大
学
「
イ
モ
マ
ン
」
、
射
水
市
「
エ

コ
侍
」
、
日
進
市
「
ポ
イ
捨
て
Ｇ
メ
ン
」
等
、
異

彩
を
放
つ
も
の
ま
で
、
本
当
に
沢
山
あ
る
。
（
是

非
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
検
索
し
て
ほ
し
い
。
） 

 え
こ
キ
ャ
ラ
の
効
果
を
活
か
せ
！ 

え
こ
キ
ャ
ラ
の
強
み
は
、
か
っ
こ
い
い
、
か

わ
い
い
、
親
し
み
や
す
い
で
あ
る
。
だ
か
ら
、

子
ど
も
へ
の
影
響
力
は
非
常
に
大
き
い
。
そ
の

上
、
子
か
ら
親
へ
と
い
う
大
人
へ
の
伝
播
効
果

も
期
待
で
き
る
。
さ
ら
に
は
地
域
密
着
力
を
活

か
し
、
地
元
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
盛
上
げ
役

と
し
て
、
環
境
問
題
の
み
な
ら
ず
、
地
域
活
性

化
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
も
の
も
多
数
あ
る
。 

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
も
う
ま
く
活
用
す
れ
ば
効
果

は
大
き
い
の
だ
。
啓
発
に
は
い
ろ
い
ろ
な
チ
ャ

ン
ネ
ル
を
持
ち
、
こ
つ
こ
つ
続
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
。
今
後
も
一
時
の
ブ
ー
ム
に
終

わ
ら
せ
ず
、
さ
ら
な
る
活
躍
を
期
待
し
た
い
。 

 

施施
設設
とと
障障
害害
者者
がが
協協
働働
でで
つつ
くく
るる
ババ
リリ
アア
フフ
リリ
ーー
情情
報報  

～
Ｎ
Ｐ
Ｏ
に
よ
る
施
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
の
改
善
提
案
～

浅
野 

健 

近
年
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
が
進
み
、
障
害
者
に
と
っ
て
利
用
し
や
す
い
施
設
が
ま
ち
な
か
に
増
え
て
き
て

い
る
。
し
か
し
、
施
設
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
で
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
の
提
供
が
さ
れ
て
い
る
施
設
は
意

外
に
少
な
い
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
た
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ひ
と
に
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
東
海
（
以
下
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
ひ
と
ま
ち
ネ
ッ
ト
）
が
、
施
設
と
障
害
者
等
の
協
働
に
よ
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー
情
報
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
。 

ええ
ここ
キキ
ャャ
ララ
、、
各各
地地
でで
活活
躍躍
中中  

～
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
環
境
意
識
の
醸
成
！
～ 
 

櫻
井 

高
志 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
バリ アフ リ ー情報づく り では、施設側と障害者、

建築士等が一緒に施設を見て 回ることにより 、 

施設側の気づきにつながる。 


